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1風姿花伝Jを 著した世阿弥と父観阿弥、室町時代初期にこの父 J■によ

って人成され、六Fi年をへて現代に受け継がれてきた日本の能 深 い精

神性をもち、厳粛ななかに神秘的な幽玄 といわれる列1特の美意「哉につら

ぬかれています 老 松 と若竹を配 した能舞台の凛 とした空間性、甲1織り

の装束のil l Lさ、舞や謡‖lの優雅さ、能には告穣な世界を醸 し出すさま

ざまな要素が緊密な関係を41みだしています

そして能而こそは、もっとも象徴的な存在ですi「|卜間表情Jに その特

色があるといわれる能面は、能楽師に着けられたとき命を宿し血が liい、

真の美 しさとともに能の魂があらわれます 神 の化身である 1翁|、I I憐

優 美な才午い女1生の 1小前il、嫉妬による憤怒をあらわす 11 ,若|、限高の

くぼんだ死相のただよう 1痩男'、繁迫感ああ、れる鬼神をあらわす 1小痣

見,、気品に満ちた青年貴公子 1中将,、狂舌Lする年老いた女性 1深' | |

など 「fくから伝わる多彩な面は名だたる能1白i師が生みだした名品であ

り、かけがえのない型、たちの
′
十:として永 く後1性に伝えられてきました

現代の能面1l j橋1司―路氏は、卓越 した技量をそなえ、能が伝えてきた

′し、を刻んできました 完 成された能面の
い
かたち

¨
と ^点もゆるがせに

できない写 しの
¨
かたち

¨
、名品と言われてきた多くの能1向iを今日に甦ら

せたのですi本 l白iの素晴 らしさを写 し刻むことによって、これから先、

何百年も生きる面を打つことが宿命である、と橋岡氏は言います

本展は作者にとってri面の記念となるものであ り、生涯の|え切 りとな

る展覧会です 鮮 やかな絵模様の扇や話本、唐織の装束などをあわせて

展示し、華麗なる幽玄美をたたえる能のLl l界を1 4能いただけることで し

ょうJ

【講演会】

6月1日 (土)午後2日寺～ 「能面 その心と技J橋岡一路氏 (能面師'

【美“:相談】

6月 15日 (土,午後2時～ 講 師 宮 田翁輔 (油彩, 大 和屋巌 (水彩,

7月6日 (土)午 後2時´ヽ 謁 師 茂 登山東一郎 (油彩)北 尾和子 (水彩)

【美術映画会l

6月23日 (日)午 後2時^―

「京都の魅力 美のすべて」シリースより 「洛北」

「近イt絵画とモタニスム マ ネからホロックまで 」シリースより「キュヒスムとモタニスムJ

【キャラリー トーク1

6月6日 (木)午 後2B寺～ 担 当学芸員
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卜段左から 痩 男 やせおL二| 」ヽ痣見 こべしめ, 1晰

∵遥
負洒イく'中i ftisilikizotl

t lal,J ri areijt ou dZ Lrb l r

i;- rikira Jy .  y l [  + .  5x1nt ,  , l t id t

,J ' i f i  k tx r r t r r t r {,1? i ' ; hanni'a

渋 谷 区 立 松 濤 美 術 館 東京者6渋谷区松濤2■4 1 4  T E L  0 3‐3 4 6 5‐9 4 2 1」R渋谷駅下車徒歩1扮 /京三井の頭線神泉駅下車徒歩5分


